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高校・大学生を対象とした自覚症状に基づく

疲労調査項目の検討と提案

出村 慎一 小林 秀紹 松沢甚三郎

目的　高校・大学生を対象として，自覚症状に基づく有効な疲労調査項目を選択，検討した。

方法　理論的妥当性を考慮して疲労の仮説構造領域から質問項目を選択した。先行研究の検討および予備調

査を重ね選択した154項目からなる調査票を15～26歳の学生731人を対象に実施した。各質問項目は疲労

時に自覚する項目であるか否か，また疲労の内容としての重要度について回答を得た。

成績　疲労時に自覚する項目であるか否かに関する妥当性を検討した結果，54項目が有効な疲労の自覚症状

項目として再選択された。再選択された54項目はいずれの項目も高い重要度を示した。認知的評価に基

づく疲労の自覚症状54項目からなる相関行列に，主因子解，Normal-varimax基準による因子分析法を

適用した結果，5因子（集中・思考困難因子，だるさ因子，気力の減退因子，ねむけ因子，焦燥・身体

違和感因子）を解釈した。54項目と各因子の間に有意な相関関係が認められた。

　さらに，因子妥当性を検討した結果，25項目を有効な疲労の自覚症状項目として選択した。また，25

項目は妥当性および信頼性に優れると推測された。

結論　高校・大学生を対象とした自覚症状に基づく疲労調査項目を検討した結果，25項目が有効な項目と考

えられた。

Key words : 疲労，自覚症状，調査項目，高校・大学生


























	44_06_0427.pdf
	page1




